
活動内容と成果
●海外の最新研究を伝える国際市民セミナーの開催
●有害化学物質に関する連続学習会を3回開催
●生協や市民団体向けに出前講座を5回開催
●�8種類の有害化学物質について「子どもを守るため
に気をつけること」などをまとめたファクトシー
トの作成

活動内容と成果
人口減少が進む遊佐町北部の集落周辺の海岸を7月
20日、11月2日の2度に渡って清掃を実施した。延べ
47人の学生が参加し、374kg（推定）を回収した。清
掃に合わせてグループワークを行い社会に海ごみ問
題を発信する方法を話し合った。アートや工作体験
と海ごみを合わせて学ぶ方法「体験型コンテンツ」が
提案された。
また遊佐町のイベント会場において、アンケート式
のゴミ箱を設定し放置ごみ削減による海ごみ発生抑
制をPRした。

課　題
海外に比べ日本では有害化学物質の影響に関する認
識が一般市民に浸透していない。国民の関心を高め、
有害化学物質の影響を受けやすい子どもへの悪影響
を考慮した化学物質規制強化が必要である。

目　標
海外の最新研究を知らせる国際セミナー、連続学習
会、出前講座、SNSでの情報発信を行い、化学物質問
題に関心を持つ市民の広がりと理解力の向上を目指
す。

課　題
山形県の海ごみ問題において沿岸集落の人口偏りや
海岸形態によって十分な清掃が実施されない海岸が
ある上、清掃参加者の高齢・固定化が進んでおり継
続性の担保が課題。

目　標
学生が中心となって新しい年齢層、社会層が主体と
なった海ごみ問題活動に継続的に取り組んでいく。
清掃事業と合わせて発生抑制対策に柔軟なアイディ
アで取り組んでいく。

（特非）　ダイオキシン・環境ホルモン対策国民会議

（特非）　パートナーシップオフィス

有害化学物質による胎児と子どもの悪影響
を最小限にするための政策提言と世論喚起
活動

大学生による海ごみ問題解決のための
クリーンアップとワークショップ事業

2019年11月24日の国際市民セミナー

遊佐町滝ノ浦海岸にて

2020年1月19日の連続学習会

アンケート式ごみ箱の開発

知識の提供・普及啓発

ひろげる助成

1年目

実　践

LOVE BLUE助成

1年目

国際セミナーの開催 90 人

イベント延べ�参加者 47 人

連続学習会の開催3回 224 人

清掃により清潔度
ランクが１になる 1 清潔度

今年度計画の達成度 90 ％

今年度計画の達成度 60 ％

目標達成度 33 ％

目標達成度 60 ％

苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
化学物質を分かりやすく情報提供す
ることに苦労した。セミナー参加者
のアンケートで97％が理解が深
まったとの回答があった。

■工夫した点
連続学習会の参加者を増やすため
SNSで情報を発信し過去の参加者に
も告知を行い、3回の学習会で目標
50人以上を達成した。

■苦労した点
より漂着が著しく人口減少が激しい
離島・飛島での活動を企画したが、
悪天候による定期船の欠航で叶わな
かった。

■工夫した点
天候によるリスクを考え、本土側で
も実施可能なバックアップスケ
ジュールを用意し対応した。

今後さらに国際セミナーや学習会、出前講座を実施し、有害化学物質に関心を持つ
市民を増やしていく。また国民の化学物質へのばく露状況の把握に不可欠なバイ
オモニタリング制度の実現に向けて政策提言を実施する。

今年度実施できなかった離島飛島での清掃・ワークショップツアーの実施に加え
て、今回のワークショップで生まれた「体験型コンテンツ」を複数の会場で実施す
る。

今後の
展望

今後の
展望
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 日本全域

 山形県
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HP：https://npo-po.net


